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昭
和
六
年
度
卒
業
論
交
題
目

　
　
哲
學
專
攻

フ
ィ
ヒ
テ
哲
學
に
於
け
る
純
粋
事
行
の
二
一

カ
ン
る
の
先
験
的
統
蝿

デ
ィ
歩
タ
イ
に
於
け
る
科
學
批
鍔
の
問
題

哲
學
的
思
惟
に
就
て

デ
ィ
ル
タ
イ
の
世
界
達
意

カ
ン
ト
に
熱
憾
り
ろ
「
命
法
」

ア
｛
ワ
ス
㍗
テ
レ
ス
の
確
閲
菰
鯛

先
瞼
的
演
羅
論
の
問
題

思
推
の
躁
想
と
認
識
の
構
蓬

意
志
自
由
論
の
方
向
と
逆
落

ア
ナ
ム
ネ
シ
ス
と
鵬
ロ
ス
と

浪
漫
的
人
間
よ
り
融
倉
的
人
間
へ
の
韓
向

ス
ぜ
ノ
ー
ザ
の
ア
ン
㍗
ロ
潔
ロ
ギ
…

（
ー
ゲ
ル
の
男
葺
雛
。
筏
⑳
ヨ
轟

府
、
無
、
疵

　
　
西
洋
一
因
史
專
攻

シ
ェ
リ
ン
グ
の
史
齪
に
於
け
る
翻
號
の
膚
由

ヘ
ー
グ
ル
の
精
聯
現
象
學
に
就
い
て

　
　
　
　
一
そ
の
序
言
な
中
心
と
し
て
一

　
　
　
　
雲
門
六
年
度
卒
業
論
丈
題
欝
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菊

地

徐

郎

勝

守

プ
ラ
事
｝
ン
の
メ
テ
ク
シ
ス

カ
ン
ト
の
疑
O
O
に
就
い
て

シ
鑑
サ
ン
グ
「
先
験
齪
念
論
盤
系
」
に
つ
い
て

輝
堂
子
篇
模
索

カ
ン
｝
に
於
け
る
超
織
㌶
醐
的
貞
由

　
　
印
度
哲
旧
史
三
惑

印
度
解
脆
思
想
の
　
考
察

本
願
田
心
想
の
超
源
及
び
幾
展
の
一
考
察

　
　
支
那
哲
學
史
専
攻

戴
震
に
於
け
る
理
義

「
荘
子
し
内
篇
の
思
想
に
封
ず
ろ
哲
撃
的
一
考
察

「
詩
し
に
児
え
ろ
丈
那
古
代
祇
會
に
就
い
て

盤
子
兼
愛
設
に
つ
い
て
の
讐
見

公
羊
傳
凶
漁
考
詮

孔
子
に
就
い
て

　
　
　
心
理
學
專
攻

ピ
ア
ー
ゼ
の
「
子
供
の
世
界
槻
」
に
就
い
て

童
話
及
童
話
想
像

性
絡
の
構
逡
並
に
そ
の
研
究
方
法
の
一
試
案

　
　
　
　
i
・
特
に
「
で
し
ゃ
ば
り
」
に
就
い
て
…

班
謂
「
擬
態
語
し
に
蕊
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
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哲
學
研
究
　
策
翼
九
十
二
號

摂
液
意
識
、
特
に
経
回
債
値
意
識
の
心
理
・

學
的
解
甥

光
の
写
ズ
ム
に
就
い
て
の
一
研
究

精
榊
作
業
の
一
研
究
（
作
業
際
件
准
主
と
し
て
）

感
特
と
騨
妊
に
就
て

倫
理
學
專
攻

フ
ィ
ヒ
テ
の
霞
我
と
罪
我

カ
ン
｝
宮
押
鱒
㎝
理
性
批
弱
μ
分
析
黒
門
に
お
け
ろ

理
性
と
感
挫
に
就
い
て

ギ
ヨ
ー
倫
理
の
一
考
察

カ
ン
㍗
哲
膜
・
に
於
げ
る
「
意
志
の
貞
著
し

ツ
ー
（
ン
の
露
己
意
識
に
就
い
て

激
育
學
敷
授
法
専
攻

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
蹴
歌
論
誤
想
の
基
礎

徴
育
學
の
科
墨
的
牲
絡
（
団
’
も
り
登
．
～
｝
葎
中
心
に
）

丈
山
科
學
と
し
て
の
教
育
者
と
聖
遷
翠
と
の

關
係

教
育
の
根
旛
と
し
て
の
人
賜
舳
の
遡
解
（
蓮
徳

と
宗
敏
の
翻
係
に
就
い
て
）

H
本
敏
育
更
上
に
於
け
ろ
寺
院
俗
人
教
育
の

本
質

ナ
ト
ル
プ
。
就
愈
的
敏
育
聯
の
研
究

ペ
ス
タ
欝
ッ
チ
イ
に
於
け
ろ
入
旗
及
び
入
問

の
理
解
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丈

三
　
谷
　
久

蓮一夫

藪永森

元山灘
宗　　閥

助信郎

飯
忍
事
継
叡
撫
｝
の
遍
罐
代
」
に
大
璽
信
三

陶
冶
惟
の
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稼
　
藤
　
憂
　
美

美
學
美
術
史
三
三

一
二
六

江
戸
派
の
鋼
飯
盛
に
就
い
て

「
文
學
の
眼
」
と
「
映
驚
の
眼
」

糠
式
の
藝
衛
更
的
意
味

も
墜
ハ
ヨ
野
d
象
切
O
段
刷
o
o
剛
【
o

美
的
刷
臨
力
批
甥
の
課
題

映
霊
藝
衛
に
於
け
ろ
サ
ズ
ム
と
テ
ム
ポ

に
つ
い
て

映
諜
史
の
根
本
問
題

藝
衛
の
剛
直
學
的
研
究
に
つ
い
て

パ
ブ
ロ
。
ピ
カ
ソ
偽
醐

印
度
彫
刻
に
於
け
ろ
象
徴
の
問
題

近
代
丈
藝
に
於
け
る
鷺
韻
の
研
究

憶
舞
鎧
○
応
鍵
三
ε
に
つ
い
て

ガ
ッ
ツ
の
尭
磁
轍
次
蕪
二
部
・
に
就
い
て

カ
ン
｝
の
数
學
的
爆
購
W
岡
と
・
刀
動
的
灘
盗
曲
と
に

就
い
て

　
　
宗
駿
學
專
攻

憩
々
の
距
そ
が
れ
（
フ
ォ
イ
エ
か
バ
ッ
ハ
に

就
い
て
）

宗
教
為
講
ろ
立
場
に
就
い
て

ア
リ
ス
予
テ
ソ
ー
ス
の
脚
灘
…

エ
ッ
ク
ハ
ル
卦
の
「
敦
ま
し
ひ
」
に
於
け
る

憩
霊
験
に
就
い
て

シ
藷
ラ
イ
エ
翔
マ
ヅ
（
ル
の
宗
教
譲
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。
ハ
ス
三
碧
の
パ
ン
セ
に
就
い
て

パ
ス
カ
ル
に
就
て

四
三
學
専
攻

鳩
旨
鴇
興
の
税
学
科
學
と
し
て
の
紅
鮭
學
謹

話
會
的
行
動
論

尽
忠
零
点
攻

世
親
の
唯
識
識
に
就
い
て

原
始
佛
敏
の
優
婆
塞
優
婆
夷

龍
樹
の
浮
土
教
に
就
い
て

色
潮
紅
行
識
無
常
瞥
無
我
に
つ
き
て

原
始
佛
教
に
於
け
る
戒
律
の
　
考
察

衆
池
富
夫

矢
　
島
嘉
　
久

山

添

喜

信

野

色

利

徳

鷲上竹杉佛

醤野田本藤

解順玄正一
雄瑛；恕美郷

翻

稠

翻

巨
漢
論
辮
牟
思
惑
惑
論
解
説
　
紳
尾
弍
麻
著

冠
註
の
内
容
ほ
佛
数
為
中
心
と
し
象
佛
儒
道
三
教
の
調
瀦
論
で
あ
る
。

但
し
儒
の
上
に
道
た
お
き
、
甦
の
上
に
佛
な
置
い
て
あ
る
。
著
看
に
不
明

で
あ
り
、
著
伶
の
万
代
も
不
明
で
あ
ろ
が
、
朱
明
帝
の
泰
始
年
間
陸
澄

が
勅
を
奉
じ
て
撰
ん
だ
法
論
に
始
め
て
見
え
て
み
る
か
ら
、
瀞
、
れ
以
荊

の
も
の
カ
ろ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
鴎
書
経
籍
志
に
「
牟
子
ご
春
後
漢
太

尉
牟
融
撰
」
と
あ
ろ
の
で
、
久
し
く
作
者
た
襟
脚
と
信
じ
ら
れ
て
ゐ
糞

新
刊
　
紹
介

が
、
自
序
の
内
容
と
牟
融
の
傳
記
が
一
致
し
な
い
の
で
牟
融
提
と
い
ふ

説
ぱ
破
れ
る
。
し
か
し
畦
代
だ
け
奄
坐
か
し
て
、
こ
の
書
を
漢
又
ロ
魏

ご
ろ
の
無
名
氏
の
瞥
と
児
ろ
説
が
綴
て
る
る
が
、
晋
以
後
の
禰
作
と
考

定
す
ろ
新
設
も
あ
る
。

　
ま
た
昔
に
聖
書
に
載
す
る
販
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
如
く
軍
行
本
が

あ
っ
染
筈
で
あ
り
、
そ
の
名
に
我
が
藤
原
稼
鞭
の
見
在
書
局
に
も
見
え

て
み
ろ
の
で
あ
ろ
が
、
い
つ
し
か
亡
ん
だ
の
で
、
學
看
に
嚢
俗
佑
の
撰

ん
だ
弘
明
集
の
巷
頭
に
牧
簸
し
て
あ
る
も
の
な
見
る
し
か
繊
來
な
か
っ

た
。

　
然
う
に
朗
鮮
で
牟
子
理
惑
論
た
筆
鋼
し
カ
「
厨
家
論
鼎
牟
子
理
惑
論
」

と
穂
す
る
古
朝
本
が
存
証
し
て
ゐ
カ
。
瀞
尾
氏
が
今
阿
之
か
獲
見
し
、

療
本
通
り
の
形
式
に
篇
眞
銅
版
で
醗
刻
さ
れ
か
つ
、
色
々
の
文
獣
を
渉

旧
し
て
筆
割
本
の
解
説
堀
著
さ
れ
謄
。
肇
網
本
と
弘
明
集
中
の
牟
子
と

た
比
較
す
う
と
、
筆
捌
本
に
弘
明
集
以
外
の
牟
子
か
ら
筆
捌
し
糞
、
、
と

が
推
定
さ
れ
ろ
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
畢
行
取
牟
子
の
霧
在
し
糞
こ
と

も
確
定
さ
れ
、
叉
弘
明
集
本
が
軍
行
本
牟
”
す
て
の
ま
、
な
載
ぜ
象
も
の

で
な
い
こ
と
が
明
か
と
な
ろ
Q
更
に
膨
隆
本
に
匿
宋
の
何
承
天
や
麟
琳

等
の
親
な
引
い
て
み
る
が
（
こ
れ
ら
の
引
用
ぱ
弘
明
集
本
に
な
い
）
、
．
｝

れ
に
よ
っ
て
牟
子
の
蹴
舶
作
年
代
た
宋
と
見
る
蹴
に
．
右
力
な
識
明
た
鼎
ハ
へ

ろ
こ
と
に
な
ろ
。
叉
こ
の
書
が
覇
業
で
筆
飼
さ
れ
糞
と
推
定
で
斗
、
る
の

で
、
朝
鮮
の
佛
教
史
や
丈
化
史
の
研
究
に
も
府
力
な
材
料
と
な
る
で
あ

ら
う
・
語
尾
氏
が
こ
の
書
な
醗
刻
さ
れ
糞
の
櫨
、
種
々
の
黙
で
學
界
に

少
な
か
ら
ざ
る
寄
與
な
な
す
で
あ
ら
う
Q
（
高
禰
）
（
窟
城
光
化
門
通
η

榊
霜
野
春
氏
嚢
行
、
非
壷
品
）

一
二
七




